
BPT（バイオマスプロジェクトチーム）だより No.５５ 

 

 

１．事業の進捗状況等 

○ 平成２２年度第１回木質バイオマス新用途開発プロジェクト木質プ 

ラスチック部会６月２８日（月）、同部会の会合が、事務局である千葉県

産業支援技術研究所で開催され、昨年度の活動報告、今年度の取組み計

画を議題として意見交換が行われました。 

 

 

２．研究機関との連携 

 ○ 地域ＬＣＡ（千葉県）協議委員会 （5月 19日） 

 （独）産業技術総合研究所の社会とＬＣＡ研究グループとの｢地域ＬＣＡ協議委員会」が

開催されました。同研究所より「食品残さの飼料化およびその利用システムの評価」の研

究に関して、委員会に参画している芝浦工業大学講師より「地域バイオマス資源循環の価

値と費用の評価」の研究に関して、それぞれ進捗が報告され、平成２１年度までの研究成

果について、意見交換がなされました。今後も協力して事業を進めていきます。 

 

 

３．国との連携 

 ○ 食品リサイクル説明会 （6月 25日） 

    関東農政局と千葉県共催の食品リサイクル法に基づく定期報告等説明会を行いまし

た。本説明会は年間排出量 100 トン以上の大口業者を対象としています。       
   県ＢＰＴから、エコフィードに関する説明を行うとともに、事業者の皆様に対してエ

コフィードに関する意向調査をお願いしました。また、現在、ＢＰＴとして進めている

県内のバイオマス資源賦存量調査の一環として、食品残さの有効利用に関する調査を実

施しました。 

   更にバイオマスタウンや食べエコスタイルなどについても簡

単に紹介しました。今後、本研修会を契機として、食品残さ排

出業者と利用業者のマッチングを進めていきたいと思います。 

  

 

 

 ○第３回エコ燃料実用化地域システム実証事業技術専門委員会（7月 8日） 

  環境省が委託して行う同事業技術専門委員会に本県も委員として参画しています。本年

度に入り、県内でも君津市、八街市のガソリンスタンド2ヶ所でＥ３ガソリンの供給が開

始されました。今後も連携して進めていきたいと思います。 

平成２２年８月３日 

バイオマスプロジェクトチーム

（環境生活部資源循環推進課）



４．市町村との連携 

 ○ 南房総市地産地消推進協議会 （6月 9日） 

   同協議会では、地産地消、資源循環として、堆肥流通等に取組んでおり、当課も委員

として参画しています。今年度からは森林資源の利活用等についても積極的に検討され

るとのことです。 

 

 ○ 千葉県地域活性化プラットフォーム事業第第２回山武郡市地域活性化推進委員会 

  ６月１５日（火）に山武市成東文化会館のぎくプラザ会議室において、「千葉県地域活

性化プラットフォーム事業の採択団体との合同会議が行われ、意見交換を行いました。 

 

５．普及啓発活動 

 ○木質プラスチック普及活動の実施 

下記イベントにおいて千葉県産木質プラスチック製品の普及啓  

発活動を行いました。特に東京ビックサイトで行われた「国際バイ

オＥＸＰＯ」では、（財）かずさＤＮＡ研究所と（財）木原記念横浜

生命科学振興財団が主催する千葉・神奈川バイオ産業広域連携事業

に「産業残渣からバイオマスプラスチック」という企画テーマで共

同出展を行い、打合せ商談コーナーには千葉ものづくり認定製品「レ

ンブロック」のスツールを活用してもらいました。 

・５月１６日（日）里山シンポジウム：和洋女子大 

  ・５月２３日（日）いきいきリビングショー：かずさアカデミアパーク 

  ・６月 ５日（土）エコフェアーいちはら：市原市民会館 

  ・６月１２日（土）いんざい環境フェスタ：イオンモール千葉ニュータウン 

  ・６月２０日（日）ゆめ半島ちば国体100日前イベント：県立幕張海浜公園 

  ・６月３０日（水）～７月２日（金）国際バイオＥＸＰＯ：東京ビックサイト 

 

 ○平成２２年度廃棄物対策・清掃事業研修会 

  ７月２１日(水)に県内市町村環境部局・清掃組合等の担当者を対象とした研修会が開か

れ、バイオマスの利活用やバイオマスタウン構想について当チームから説明しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○バイオマス利活用推進シンポジウムのお知らせ 

 例年開催している同シンポジウムについて、以下のとおり開催します。 

  

日時 ８月２３日（月）午後１時３０分～午後４時３０分 

場所 ホテルグリーンタワー幕張４階ロイヤルクレッセント 

内容 ○基調講演 

・「わが国におけるバイオ燃料持続可能性基準に係る動向」 

株式会社三菱総合研究所 環境・エネルギー研究本部  

低炭素エネルギー研究グループ 

   グループリーダー 井上 貴至 氏 

・「木質バイオマスの直接液化反応による液体燃料の製造」 

   日本大学理工学部物質応用化学科 資源利用化学研究室 

   教授 平野 勝巳 氏 

○千葉県におけるバイオマス利活用の現状 

・事例発表 「山武市バイオマス利用の取組み」（山武市） 

・香取市バイオマスタウン構想について（香取市） 

 

 

皆様のお越しをお待ちしております。 

 


